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ケミカルバイオロジー分野で
有効な情報ツールとは？

オンライン検索サービスSciFinder

は，CAplus やMEDLINE，REG-

ISTRY等のデータベースを研究者自

身が簡単な操作で検索し，必要十分

な情報に素早くアクセスできる情報

ツールとして，世界中の研究機関で

利用されている．利用できる分野は，

化学から医学，生化学，物理学，工学まで幅広い．最

近では，タンパク質や核酸についての文献や，遺伝

学，ゲノム，酵素学，プロテオーム，臨床医学，生化学，

バイオテクノロジー，分子生物学，微生物学，細胞生

物学，薬理学など，医学生理学分野の情報の豊富さで

も注目されるようになっている．

「ケミカルバイオロジーの分野では，PubMedより

もSciFinderで得られる情報のほうが重要でしょう．

化合物の構造を使って検索すれば，最新の文献から類

縁体まで，ほしい情報が間違いなく得られる．例えば

ある組み合わせに活性が認められた場合，SciFinder

の情報を糸口にしてヒット化合物やあるいはその類縁

体を試してみるというように，SciFinderで調べた情

報を使って研究を深めていくことが出来る．逆に

SciFinderで調べて，それが既に知られている組み合

わせであれば，無用の時間と手間を省くことが出来る

のです」（同研究室研究生・宮崎功氏）

研究の対象物質を見極める際の判断基準として，

「SciFinderの情報にかなりのウエイトを置いている」

と清水氏．「SciFinderがひとつの“ふるい”の役割

を果たしてくれる．そこに載っていないものを探すこ

とが，ひとつの目標です」と笑う．

ケミカルバイオロジー分野の
情報ツールのファーストチョイスに

最近では，医学や生化学の様々な分野で生命現象が

化学の視点で研究されるようになり，それらの研究分

野と化学との垣根は急速に低くなっている．

「そうした学際的な分野の研究者がSciFinderを知ら

ない，使っていないのを見ると，実にもったいないと

思いますね．実際の研究内容も，装置や試薬も，どん

どん共通になってきているのに，情報にだけは垣根が

残っている．SciFinderを使えば，絶対に必要になる情

報が簡単に調べられるわけですし，化学を共通言語に

して新たな発想を得たり，コラボレーションしたりとい

うように，研究の可能性も広がるはずです」（宮崎氏）

行き詰っていたかのように見えた研究分野に化学と

いう共通言語が持ち込まれることにより，飽和状態が

崩れ，新たな発見がもたらされる．例えば化合物の生

理活性の文献についても充実した情報を提供してくれ

るSciFinderは，「ケミカルバイオロジー研究者の情

報ツールとしてファーストチョイスになる」と，清水

氏はその価値を高く評価している．

生命現象を解明する
化学の視点と発想

様々な生命現象を物質の側面から理解するために，

生物活性を持つ化合物の機能を活用するアプローチが

広く利用されるようになっている．そうした研究に欠

かせないツールとなっているのが化合物マイクロアレ

イだ．多種多様な低分子化合物を基盤上に固定化し，

そこに蛍光標識したタンパク質溶液を乗せると，その

タンパク質と結合する低分子化合物が固定化されてい

る位置に蛍光が観測される．多くの低分子化合物を基

盤上に固定する光親和型固定化法を開発し，タンパク

質の超高速スクリーニングを実現したのが，（独）理化

学研究所（理研）中央研究所の長田抗生物質研究室だ．

「化合物マイクロアレイを利用し，疾病の原因になる

タンパク質やその他の興味深いタンパク質と10,000種

類以上の低分子化合物を使って，そのなかから様々な

生命現象を発現する組み合わせを探し出し，さらにそ

の活性を高めていく研究をしています．化合物の生物

活性を調べたり，より活性の高い類縁化合物を探した

りするために欠かせない情報ツールがSciFinderです」

（同研究室専任研究員・清水史郎氏）

化学物質を出発点として，生命現象の解明を目指す

ケミカルバイオロジーは，

最新の化合物合成技術，

ゲノム研究，プロテオミ

クス研究との融合もあ

り，今最もホットな研究

分野のひとつといえるだ

ろう．そして理研には，

新設のケミカルバイオロ

ジー研究棟内に充実した

天 然 化 合 物 バ ン ク

（NPDepo）がある．まさ

に注目分野の最先端で，

SciFinderは研究活動の

強力なパートナーとして

活用されているのである．
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オンライン情報ツール「SciFinder」は
生命科学の最先端研究分野の可能性を広げる
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社団法人化学情報協会

3回シリーズ「研究活動を効率化する情報検索ツー

ルSciFinder」でSciFinder をご紹介してきました．

SciFinder には，ここでご紹介できなかった機能がま

だまだあります．お問い合わせ，資料請求は下記化学

情報協会までご連絡ください．

③ 

連載記事（全3回）連載記事（全3回）

● 理化学研究所に新設されたケミカルバイオロジー研究棟

独立行政法人理化学研究所 中央研究所 長田抗生物質
研究室 専任研究員　清水史郎 氏（左）
同研究室 研究生　宮崎功 氏（右）

蛍光標識タンパク質を調製 

化合物アレイと蛍光標識タンパク質を反応 

洗浄後，スキャナーで蛍光量を測定 

蛍光が観測されたスポットをヒット化合物 
として， SciFinder で検索 

得られた情報から研究の方向性を決定 

化合物マイクロアレイ 

化合物探索研究の方向性を決定するSciFinder！


